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前・治療24時間及び7日後に撮像。径2－4 mmの regions of interest（ROI）を腫瘍内のhot spot及び正常

















熱療法（43度 1時間）、両者併用（10Gy＋温熱療法）を施行した。FDG-PETは MicroPET P4systemにて、治療
前・治療24時間及び7日後に撮像した。治療前後にて腫瘍内hot spotのFDG 集積をtumor/muscle（T/M）ratio
及びtime activity curve（TAC）にて解析し、腫瘍縮小率と比較した。治療7日後でPR（partial response）
及びSD（stable disease）を治療効果（＋）とした。治療24時間及び7日後にPET 撮像直後の組織像をPET
解析結果と比較検討した。 
【結果】治療前と治療24時間及び7日後のT/M ratioの比は治療効果（＋）群で0.56 ±0.15、0.78±0.33、
 －42－
 －43－
治療効果（－）群で 0.95±0.51、0.96±0.35であった。治療前と比し治療効果（＋）群の治療24時間後にて
有意差（p<0.05）を認めた。TACも同様の傾向を示した。組織像では治療効果（＋）群にて治療24時間後では
炎症細胞浸潤は認めず、腫瘍細胞減少のみ認めた。7 日後では腫瘍細胞の著名な減少に加え、広範な炎症細胞
浸潤がみられた。 
【結論】一次効果との比較にて、治療24時間後の PET 解析結果は治療7日後に比べより明瞭な相関がみられ
た。一方、7日後の炎症細胞の浸潤は偽陽性の一助をなすものと考えられた。 
 本論文は治療効果判定における治療後早期FDG-PET像の有用性を組織学的検討を加え示したもので、本研究
の意義は極めて大いものと考える。従って本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定され
た。 
 
